
倫 理 授 業 N o . 3 3 . 基 本 用 語 問 題 学 籍 番 号 （ ） 氏 名 （ ）

１ . P E R S O N 1 8世 紀 、 ド イ ツ の 哲 学 者 。 イ ギ リ ス の 経 験 論 と 大 陸 （ ヨ ー ロ ッ パ 大 陸 の 1

こ と で 、 フ ラ ン ス ・ ド イ ツ な ど ） の 合 理 論 を 批 判 的 に 総 合 し 、 ド イ ツ 観 念 論 哲 学 を 確 立 。

２ . 理 性 の 光 に 照 ら し て 前 近 代 的 で 不 合 理 な 権 威 ・ 思 想 や 制 度 ・ 慣 習 を 批 判 し 2「 」 、 、

人 間 社 会 の 進 歩 を 信 じ る 思 想 。 ド イ ツ で は カ ン ト に よ る 観 念 論 哲 学 に よ っ て 完 成 。

３ . カ ン ト に よ り 確 立 さ れ 、 フ ィ ヒ テ を 経 て ヘ ー ゲ ル に よ っ て 大 成 さ れ た 、 ド イ ツ 哲 3

学 の 潮 流 。

４ . 極 端 に 合 理 主 義 的 な 経 験 論 や 合 理 論 の 理 性 万 能 主 義 に 対 し て 、 カ ン ト が 、 人 間 の 4

ア ＝ プ リ オ リ 「 先 天 的 ・ 生 得 的 」 に も つ 理 性 を 批 判 し た 哲 学 。

５ . カ ン ト が 二 つ に 区 別 し て 批 判 し た 一 方 の 理 性 で 「 人 間 に 認 識 可 能 な 感 性 の 世 界 5、

（ 現 象 界 ） を あ つ か う 」 も の 。

６ . B O O K カ ン ト が 理 論 （ 純 粋 ） 理 性 を 批 判 し て 、 そ の 認 識 可 能 な 範 囲 や 能 力 を 明 ら 6

か に し た 主 著 。

７ . カ ン ト が 二 つ に 区 別 し て 批 判 し た も う 一 方 の 理 性 で 「 理 論 （ 純 粋 ） 理 性 の お よ 7、

ば な い 対 象 （ 自 由 意 志 や 神 et c .） を あ つ か う 」 も の 。 道 徳 法 則 を 発 す る 良 心 に あ た る

の で 、 前 者 の 上 位 に 立 つ 。

８ . B O O K カ ン ト が 実 践 理 性 を 批 判 し た 主 著 。 8

９ . カ ン ト が 説 く 認 識 論 の 用 語 。 こ れ と 悟 性 と の 協 働 作 業 に よ り 事 物 が 認 識 さ れ る 。 9

経 験 論 的 な 感 覚 の 力 。 理 論 （ 純 粋 ） 理 性 の 受 動 的 な 働 き 。

10 . カ ン ト が 説 く 認 識 論 の 用 語 。 こ れ と 感 性 と の 協 働 作 業 に よ り 事 物 が 認 識 さ れ る 。 10

感 性 が 受 け 取 っ た 素 材 を 整 理 す る 、 合 理 論 的 な 分 析 ・ 判 断 の 力 。 理 論 （ 純 粋 ） 理 性 の

能 動 的 な 働 き 。

11 . カ ン ト が 説 く 「 世 界 の 全 体 像 。 自 由 意 志 や 神 et c .の 世 界 。 感 性 に よ っ て と ら え 11」

ら れ な い の で 、 理 論 （ 純 粋 ） 理 性 で は 認 識 不 可 能 。 た だ し 、 実 践 理 性 に よ っ て 考 え る

こ と や 目 指 す こ と は で き る （ そ う す べ き 」 と 内 面 の 声 。「 ）

12 . カ ン ト に よ る 「 認 識 論 の 地 動 説 」 で 、 認 識 さ れ る 対 象 で な く 認 識 す る 主 体 に 能 動 12

性 を み る 考 え 方 。 感 性 が 受 け 取 っ た 素 材 を 整 理 し て 分 析 ・ 判 断 す る 、 能 動 的 な 悟 性 の

働 き を 重 視 し た 。

13 . カ ン ト の 説 く 、 実 践 理 性 （ 良 心 ） が 立 て 、 自 ら が 従 う 普 遍 的 法 則 。 13

1 4 . カ ン ト の 説 く 道 徳 法 則 の 命 じ 方 。 当 為 と し て 「 無 条 件 ・ 絶 対 に ～ す べ き 。 こ れ 14」

の 逆 が 仮 言 命 法 で 「 Ｔ Ｐ Ｏ に 応 じ て ～ す べ き 」 や 「 自 分 だ け は ～ し な く て よ い 。、 」

1 5 . カ ン ト の 説 く 定 言 命 法 で 「 常 に 同 時 に 普 遍 的 律 法 の 原 理 と し て 妥 当 し う る よ う 15、

に 行 為 せ よ 」 と 説 い た 個 人 の 行 動 原 理 。

1 6 . カ ン ト の 説 く 自 由 論 。 道 徳 法 則 ＝ 自 分 が 命 じ た こ と （ 義 務 ） に 従 っ て 主 体 的 に 生 16

き る こ と が 真 の 自 由 で あ る と す る 考 え 。

1 7 . カ ン ト の 説 く 自 由 論 。 善 意 志 を 重 視 し て 、 行 為 の 結 果 よ り も 行 為 の 動 機 が 大 切 で 17

あ る と す る 考 え 。

1 8 . カ ン ト の 説 く 、 自 分 で 自 分 に 課 し た 義 務 （ 道 徳 法 則 ） に 従 っ て 善 を な そ う と す る 18

意 志 。 道 徳 の 判 断 基 準 を 結 果 で な く 動 機 と し た 動 機 説 の 根 拠 。

1 9 . カ ン ト の 説 く 人 間 の 尊 厳 の 根 拠 「 常 に 同 時 に 目 的 と し て 扱 い 、 決 し て 単 に 手 段 19。

と し て の み 扱 わ な い こ と 」 と 説 い た も の 。

20 . カ ン ト の 説 く 道 徳 的 理 想 社 会 で 自 他 の 人 格 の 尊 厳 性 先 天 的 に 実 践 理 性 を も ち 20、 （ 、

自 律 的 に 自 由 な 存 在 ） が 実 現 さ れ た 状 態 。

21 . B O O K カ ン ト の 主 著 「 目 的 の 王 国 」 を 国 際 社 会 に お い て も 実 現 す べ き で あ る し 、 21。

そ の た め に 常 備 軍 撤 廃 、 民 主 国 家 建 設 、 国 際 法 制 定 、 国 際 的 平 和 機 関 （ → 国 連 ） 設 置

な ど を 主 張 。

T. Q .「 カ ン ト の 説 く 、 真 に 自 由 な 個 人 と 理 想 社 会 の 在 り 方 と は ？ 」

T. A .

自 由 と は 、 自 分 が 自 分 に 法 則 を 課 す る こ と 、 つ ま り 自 律 で あ る 。 ま た 、 手 段 的 な 価 値 と し て 計 算 さ れ 得

な い 人 格 に こ そ 人 間 の 尊 厳 が あ る 。 こ の 自 他 の 人 格 の 尊 厳 性 を 実 現 す る た め の 道 徳 的 な 理 想 社 会 を 「 目

的 の 王 国 」 と よ び 、 人 類 の 究 極 の 理 想 と し た 。


